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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

提出会社の状況

回次 第５期中 第６期中 第７期中 第５期 第６期

会計期間

自平成20年
10月１日
至平成21年
３月31日

自平成21年
10月１日
至平成22年
３月31日

自平成22年
10月１日
至平成23年
３月31日

自平成20年
10月１日
至平成21年
９月30日

自平成21年
10月１日
至平成22年
９月30日

売上高（千円） 184,447 198,341 184,252 398,051 413,352

経常利益又は経常損失(△)　　（千

円）
△6,401 △715 △211 1,354 8,892

中間（当期）純利益又は

中間純損失（△）

（千円）

△5,336 94 △155 400 609,988

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － － － －

資本金（千円） 95,000 95,000 95,000 95,000 95,000

発行済株式総数（株）

　　　　　　　　（普通株式）

　　　　　　　　（優先株式）

24,759

(20,000)

(4,759)

24,759

(20,000)

(4,759)

24,759

(20,000)

(4,759)

24,759

(20,000)

(4,759)

24,759

(20,000)

(4,759)

純資産額（千円） 2,077,8022,083,1572,692,4202,083,5392,693,051

総資産額（千円） 2,171,3562,181,2892,787,2042,172,5312,783,768

１株当たり純資産額（円） △86,469.89△86,202.13△55,738.98△86,183.04△55,707.42

１株当たり中間（当期）純利益

又は１株当たり中間純損失（△）

（円）

△266.83 4.70 △7.76 20.01 30,475.62

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益（円）
－ － － － －

１株当たり配当額（円）
－

    

－

    

－

    

 普通株式

－

 優先株式

100

 普通株式

－

 優先株式

100

自己資本比率（％） 95.6 95.5 96.5 95.9 96.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
5,813 14,425 △23,347 2,379 17,797

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△6,414 32,964 △6,194 △16,592 13,501

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△475 △475 △475 △475 △475

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高（千円）
71,152 104,455 58,346 57,539 88,363

従業員数

（外、平均臨時雇用者数）

（人）

24(30) 26(23) 22(43) 20(36) 23(27)
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（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

　　　２．売上高には消費税等を含めておりません。

　　　３．持分法を適用した場合の投資利益は、関連会社がないため記載しておりません。

　　　４．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　５．従業員数は、就業人員数を記載しております。なお、従業員欄の（外書）は、臨時雇用者数（パートタイマー及び嘱

託）の期中平均人数であります。
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２【事業の内容】

　当中間会計期間において、当社グループ（当社及び当社の親会社株式会社世開）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　　　当中間会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）提出会社の状況

 平成23年3月31日現在

従業員数（人） 22(43)

　（注）１．従業員数は、就業人員数であります。

２．従業員数欄の（外書）は、臨時雇用者（パートタイマー及び嘱託）の平均雇用人数であります。

(2）労働組合の状況

労働組合は結成されておりません。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

(1）業績

　当中間会計期間におけるわが国経済は、アジア向けを中心に輸出の増勢鈍化が続く中で、猛暑効果やエコカー助成

金の打ち切りに伴う駆け込み需要の反動減などもあって、足踏み感が強まる景気展開となりました。

　ゴルフ業界におきましては、集客面、コース管理においても、春先の寒の戻りや猛暑など異常気象の影響を大きく

受けた当期であり、業界を取り巻く環境は依然として厳しい状況でありました。

　このような状況でありましたが、設備面では老朽化によるエアコン（3台）、風呂・給湯用ボイラ（2基）の更新、

№11ホールのKG側カート道路新設、スタートハウスにウッドデッキ新設等を実施いたしました。今冬は、例年にない

降雪によりクローズを余儀なくされ入場者数は19,701名（前年同期比1,008名の減少）となりました。

　これらの結果、当中間会計期間の業績は売上高184,252千円（前年同期比14,089千円の減少）となり経常損失211

千円（前年同期比504千円の増加）中間純損失155千円（前年同期比249千円の減少）となりました。

 

　　(2) キャッシュ・フロー　

　　　　当中間会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ30,017千円減少し、当

中間会計期間末は58,346千円となりました。

　　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間会計期間における営業活動の結果使用した資金は23,347千円となり、前年同期に比べ37,772千円の減少と

なりました。前受金の増加額による19,411千円の資金増加があったものの、未収入金の増加による27,379千円及び

法人税等の支払額による3,703千円の資金減少があったこと等によるものであります。

　　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間会計期間における投資活動の結果、使用した資金は6,194千円となり、前年同期に比べ39,158千円の減少と

なりました。これは、定期預金の預入れによる支出6,194千円があったことによるものであります。

　　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間会計期間における財務活動の結果使用した資金は、475千円となり、前年同期と同額になりました。これは、

優先株式に対する配当金の支払475千円があったことによるものであります。
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２【生産、受注及び販売の状況】

　当社の実態に即した内容を記載するため、生産実績及び受注実績に代えて収容実績を記載しております。

　　(1) 収容実績

ホール数
（H）

前中間会計期間 当中間会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年３月31日）

（自　平成22年10月１日
至　平成23年３月31日）

営業日数
（日）

収容実績（名） １日平均
来場者数
（名）

営業日数
（日）

収容実績（名） １日平均
来場者数
（名）メンバー ゲスト 合計 メンバー ゲスト 合計

18 164 4,69216,01720,709 126 161 4,68215,01919,701 122

(2）販売実績

区分

当中間会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年3月31日）

金額（千円） 前年同期比（％）
ゴルフ場売上 156,413 94.3
名義書換料 2,800 38.3
年会費収入 18,795 99.3
その他 6,244 99.6

合計 184,252 92.8

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３【対処すべき課題】

　当中間会計期間において当社が対処すべき課題について、重要な変更はありません。

４【事業等のリスク】

      当中間会計期間において、本半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断に

重要

　　な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重

　　要な変更はありません。

　　　なお、重要事象等は存在しておりません。　　
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５【経営上の重要な契約等】

　当中間会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

６【研究開発活動】

　該当事項はありません。

７【財政状態、経営成績及びキャッシュフローの状況の分析】

     （１）財政状態の分析

　　　　（資産の部）

　　　　 当中間会計期間末における流動資産の残高は296,916千円（前事業年度末比5,317千円の増加）となりました。

　　　　　 この増加の主な要因は、未収金が27,379千円が増加したことと預金が23,823千円減少したこと等によるもで

　　　　 あります。

　　　　　 また、固定資産の残高2,490,287千円（前事業年度末比1,882千円の減少）となりました。

　　　　 この減少の主な要因は、無形固定資産の減価償却による減少によるものです。

　　　　 （負債の部）

　　　　　当中間会計期間末における流動負債の残高は72,968千円（前事業年度末比3,733千円の増加）となりました。

　　　　　　この増加の主な要因は、その他（前受金）が17,261千円増加した一方で、未払金10,326千円、未払法人税等

　　　　　2,972千円が減少したこと等によるものであります。

　　　　　　また、固定負債の残高は21,815千円（前事業年度末比333千円の増加）となりました。

　　　　　この増加の要因は、退職給付引当金694千円の増加と役員退職給付引当金が362千円減少したことによるもので

　　　　　　あります。

　　　　（純資産の部）

　　　　 当中間会計期間末における純資産の部の残高は2,692,420千円（前事業年度末比631千円の減少）となりました。

　　　

　　　（２）経営成績の分析

　　　　　詳細につきましては、「第2　事業の状況　1　業績等の概要」に記載しております。

　

　　　（３）キャッシュ・フローの状況の分析

　　　　　詳細につきましては、「第2　事業の状況　1　業績等の概要」に記載しております。
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第３【設備の状況】

１【主要な設備の状況】

　当社は、株式会社世開の所有・管理する明世カントリークラブの運営を行っており、主要な施設につきましては当社

に帰属しておらず、該当事項はありません。

２【設備の新設、除却等の計画】

記載すべき事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社　明世カントリークラブ(E04739)

半期報告書

 8/35



第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000

優先株式 6,000

計 86,000

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（平成23年3月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年6月28日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 20,000 20,000非上場 （注）3,4,6

優先株式 4,759 4,759同上 (注)1,2,4,5,6

計 24,759 24,759 － －

 （注）１．優先株式は、現物出資（預託金債権の受入）によって発行されたものであります。

　　　 ２. 優先株式の内容

　　　　(１)　普通株式に優先して、１株につき年200円を限度として利益配当（以後「優先配当金」という）を受けます。

　　　　(２)　優先配当金が支払われた後の残余の利益に対しては、配当を受ける権利を有しません。

　　　　(３)　優先配当金の全部、又は一部が支払われていないときは、その不足額を翌営業年度以降に累積し、累積した不足

額については、優先配当金に先立ってこれを受けるものとします。

　　　　(４)　優先株式の株主は、その所有する優先株式については株主総会における議決権を有しないものとします。ただ

し、下記の場合を除くものとします。

　　　　　ア）定時総会において累積的優先株式の優先配当金の全部又は一部が支払われない旨の決議があり、なおかつ次の

定時総会に累積的優先配当金が支払われる旨の議案が提出されないときは、その定時総会の時から議決権

を有します。

　　　　　イ）定時総会において累積的優先株式の優先配当金の全部又は一部が支払われない旨の決議があり、なおかつ次の

定時総会に累積的優先配当金が支払われる旨の議案が提出されたが否決されたときは、その定時総会終結

の時から議決権を有します。

　　　　(５)　優先株式の株主は、当会社の残余財産の分配につき、その優先株式１株につき80万円までは、普通株式の株主に

優先して分配を受けます。

　　　　(６)　優先株式の株主は、前項の優先分配が行われた後の残余の財産に対しては、分配を受ける権利を有しません。

　     （７） 優先株式を譲渡するには、取締役会の承認を受けなければなりません。

　　　 （８） 優先的配当を受ける権利を有する株式です。　

　     ３．普通株式の内容

　　　　　（１）完全議決権株式であり権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式です。

　　　　　（２）普通株式を譲渡するには、取締役会の承認を受けなければなりません。

　　　 ４．当社の株式を譲渡するには、取締役会の承認を受けなければなりません。　　　

　　　 ５．当社は、優先株式を引き受ける者の募集について、優先株式の種類株主を構成員とする種類株主総会の　　　　　　　　　

　　決議を要しません。

　　　 ６．普通株式と優先株式は単元株制度を採用していません。

EDINET提出書類

株式会社　明世カントリークラブ(E04739)

半期報告書

 9/35



（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 　　　　 該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

 　　　　 該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成22年10月1日～

平成23年3月31日
－ 24,759 － 95,000 － 1,903,600
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（６）【大株主の状況】

①普通株式

 平成23年3月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社世開 瑞浪市明世町月吉1112-88 20,000 100.00

計 － 20,000 100.00

 

②優先株式

 平成23年3月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

一宮土地建物株式会社 一宮市神山１－14－24 42 0.88

東海東京証券株式会社 東京都中央区京橋１－７－１ 35 0.73

デンタルサービス株式会社 名古屋市名東区亀の井３－178 23 0.48

トヨタ自動車株式会社 豊田市トヨタ町１ 18 0.37

日本車輌製造株式会社 名古屋市熱田区三本松町１－１ 14 0.29

共和食品工業株式会社 一宮市萩原町萩原183 14 0.29

中央紙器工業株式会社 西春日井郡春日町大字落合字宮重町363 13 0.27

株式会社魚国総本社 刈谷市東新町5－118 12 0.25

株式会社佐々木製作所 名古屋市瑞穂区亀城町6－1－1 12 0.25

中京総合リース株式会社 名古屋市中区丸の内1－15－15 12 0.25

計 － 195 4.09

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 優先株式　  4,759 －
優先的配当を受ける権利

を有する優先株式（注）

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　20,000 20,000 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 24,759 － －

総株主の議決権 － 20,000 －

（注）優先株式の内容につきましては「１　株式等の状況(1) 株式の総数等②発行済株式(注)２」に記載しております。
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②【自己株式等】

 平成23年3月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

 

２【株価の推移】

　当社株式は、非上場のため該当事項はありません。

３【役員の状況】

　    前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．中間財務諸表の作成方法について

　当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大蔵省令第38号。

以下「中間財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前中間会計期間（平成21年10月１日から平成22年３月31日まで）は、改正前の中間財務諸表等規則に基づ

き、当中間会計期間（平成22年10月１日から平成23年３月31日まで）は、改正後の中間財務諸表等規則に基づいて

作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の2第１項の規定に基づき、前中間会計期間（平成21年10月１日から平成22年３月

31日まで）及び当中間会計期間（平成22年10月１日から平成23年３月31日まで）の中間財務諸表について、公認会

計士早稲田勝彦氏により中間監査を受けております。

３．中間連結財務諸表について

　　当社は子会社を有していないため、中間連結財務諸表を作成しておりません。
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１【中間財務諸表等】
（１）【中間財務諸表】
①【中間貸借対照表】

(単位：千円)

前中間会計期間末
(平成22年３月31日)

当中間会計期間末
(平成23年３月31日)

前事業年度の要約
貸借対照表

(平成22年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 262,123 238,320 262,143

たな卸資産 4,987 6,155 4,330

未収入金 24,760 47,972 20,593

繰延税金資産 2,426 2,747 3,080

その他 1,564 1,720 1,450

流動資産合計 295,861 296,916 291,599

固定資産

有形固定資産 ※1
 1,647

※1
 326

※1
 1,070

無形固定資産 5,061 6,263 7,425

投資その他の資産

預託金債権 3,807,200 3,807,200 3,807,200

繰延税金資産 8,697 9,158 9,134

その他 20 20 20

貸倒引当金 △1,937,200 △1,332,682 △1,332,682

投資その他の資産合計 1,878,717 2,483,696 2,483,672

固定資産合計 1,885,427 2,490,287 2,492,169

資産合計 2,181,289 2,787,204 2,783,768

負債の部

流動負債

未払金 35,877 32,344 42,670

未払法人税等 769 681 3,653

賞与引当金 5,100 5,280 5,400

ポイント引当金 672 626 735

その他 35,639 34,036 16,775

流動負債合計 78,060 72,968 69,235

固定負債

退職給付引当金 11,687 13,011 12,317

役員退職慰労引当金 8,385 8,803 9,165

固定負債合計 20,072 21,815 21,482

負債合計 98,132 94,784 90,717
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(単位：千円)

前中間会計期間末
(平成22年３月31日)

当中間会計期間末
(平成23年３月31日)

前事業年度の要約
貸借対照表

(平成22年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 95,000 95,000 95,000

資本剰余金

資本準備金 1,903,600 1,903,600 1,903,600

その他資本剰余金 2,007,172 2,007,172 2,007,172

資本剰余金合計 3,910,772 3,910,772 3,910,772

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 △1,922,614 △1,313,352 △1,312,720

利益剰余金合計 △1,922,614 △1,313,352 △1,312,720

株主資本合計 2,083,157 2,692,420 2,693,051

純資産合計 2,083,157 2,692,420 2,693,051

負債純資産合計 2,181,289 2,787,204 2,783,768
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②【中間損益計算書】
(単位：千円)

前中間会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成22年３月31日)

当中間会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成23年３月31日)

前事業年度の要約
損益計算書

(自　平成21年10月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 198,341 184,252 413,352

売上原価 111,289 98,342 227,580

売上総利益 87,052 85,910 185,772

販売費及び一般管理費 88,907 87,107 178,411

営業利益又は営業損失（△） △1,855 △1,197 7,360

営業外収益 ※1
 1,139

※1
 986

※1
 1,531

営業外費用 － － －

経常利益又は経常損失（△） △715 △211 8,892

特別利益 896 1,097 604,679

税引前中間純利益 181 885 613,571

法人税、住民税及び事業税 904 731 5,492

法人税等調整額 △817 309 △1,908

法人税等合計 87 1,041 3,583

中間純利益又は中間純損失（△） 94 △155 609,988
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③【中間株主資本等変動計算書】
(単位：千円)

前中間会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成22年３月31日)

当中間会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成23年３月31日)

前事業年度の要約
株主資本等変動計算書
(自　平成21年10月１日
　至　平成22年９月30日)

株主資本

資本金

前期末残高 95,000 95,000 95,000

当中間期変動額

当中間期変動額合計 － － －

当中間期末残高 95,000 95,000 95,000

資本剰余金

資本準備金

前期末残高 1,903,600 1,903,600 1,903,600

当中間期変動額

当中間期変動額合計 － － －

当中間期末残高 1,903,600 1,903,600 1,903,600

その他資本剰余金

前期末残高 2,007,172 2,007,172 2,007,172

当中間期変動額

当中間期変動額合計 － － －

当中間期末残高 2,007,172 2,007,172 2,007,172

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

前期末残高 △1,922,233 △1,312,720 △1,922,233

当中間期変動額

剰余金の配当 △475 △475 △475

中間純利益又は中間純損失（△） 94 △155 609,988

当中間期変動額合計 △381 △631 609,512

当中間期末残高 △1,922,614 △1,313,352 △1,312,720

株主資本合計

前期末残高 2,083,539 2,693,051 2,083,539

当中間期変動額

剰余金の配当 △475 △475 △475

中間純利益又は中間純損失（△） 94 △155 609,988

当中間期変動額合計 △381 △631 609,512

当中間期末残高 2,083,157 2,692,420 2,693,051

純資産合計

前期末残高 2,083,539 2,693,051 2,083,539

当中間期変動額

剰余金の配当 △475 △475 △475

中間純利益又は中間純損失（△） 94 △155 609,988

当中間期変動額合計 △381 △631 609,512

当中間期末残高 2,083,157 2,692,420 2,693,051
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④【中間キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前中間会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成22年３月31日)

当中間会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成23年３月31日)

前事業年度の要約
キャッシュ・フロー

計算書
(自　平成21年10月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前中間純利益 181 885 613,571

減価償却費 1,387 1,905 2,950

賞与引当金の増減額（△は減少） 200 △120 500

ポイント引当金の増減額（△は減少） △224 △108 △161

退職給付引当金の増減額（△は減少） 790 694 1,420

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 955 △361 1,735

貸倒引当金の増減額（△は減少） － － △604,518

受取利息及び受取配当金 △802 △251 △961

たな卸資産の増減額（△は増加） 881 △1,824 1,538

未収入金の増減額（△は増加） 4,057 △27,379 8,198

未払金の増減額（△は減少） △11,774 △10,325 △4,981

未払費用の増減額（△は減少） △614 － △614

未払消費税等の増減額（△は減少） 749 △861 1,312

預り金の増減額（△は減少） △562 △549 －

前受金の増減額（△は減少） 19,747 19,411 △234

その他 △579 △1,010 △473

小計 14,391 △19,895 19,282

利息及び配当金の受取額 802 251 961

法人税等の支払額 △767 △3,703 △2,446

営業活動によるキャッシュ・フロー 14,425 △23,347 17,797

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 33,964 － 17,851

定期預金の預入による支出 － △6,194 －

無形固定資産の取得による支出 △1,000 － △4,350

投資活動によるキャッシュ・フロー 32,964 △6,194 13,501

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △475 △475 △475

財務活動によるキャッシュ・フロー △475 △475 △475

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 46,915 △30,017 30,823

現金及び現金同等物の期首残高 57,539 ※1
 88,363 57,539

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※1
 104,455

※1
 58,346

※1
 88,363
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【中間財務諸表作成の基本となる重要な事項】

項目
前中間会計期間

（自　平成21年10月１日
至　平成22年３月31日）

当中間会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年３月31日）

前事業年度
（自　平成21年10月１日
至　平成22年９月30日）

１．資産の評価基準及び評価

方法

(1) 商品・貯蔵品 (1) 商品・貯蔵品 (1) 商品・貯蔵品

先入先出法による原価法(貸借対

照表価額は収益性の低下に基づく

簿価切下げの方法により算定)を

採用しております。

　同左 同左

　 　

　

　 　

２．固定資産の減価償却の方

法

(1) 有形固定資産

定額法

主な耐用年数は次のとおりであ

ります。

器具備品　４年

(1) 有形固定資産

　　　　　同左

(1) 有形固定資産

定額法

主な耐用年数は次のとおりであ

ります。

器具備品　４年

 (2) 無形固定資産

　自社利用のソフトウェアについ

ては、社内における利用可能期間

(5年)による定額法を採用してお

ります。

(2) 無形固定資産

同左

(2) 無形固定資産

同左
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項目
前中間会計期間

（自　平成21年10月１日
至　平成22年３月31日）

当中間会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年３月31日）

前事業年度
（自　平成21年10月１日
至　平成22年９月30日）

３．引当金の計上基準 (1) 貸倒引当金 (1) 貸倒引当金 (1) 貸倒引当金

 　債権の貸倒れによる損失に備え

るため、一般債権は貸倒実績率に

より、貸倒懸念債権等特定の債権

については個別に回収可能性を勘

案し、回収不能見込額を計上して

おります。

同左 同左

 (2) 賞与引当金 (2) 賞与引当金 (2) 賞与引当金

 　従業員の賞与の支給に備えるた

め、支給見込額のうち、当中間会計

期間に負担すべき金額を計上して

おります。

同左 　従業員の賞与の支給に備えるた

め、支給見込額のうち、当期に負担

すべき金額を計上しております。

 (3) 退職給付引当金 (3) 退職給付引当金 (3) 退職給付引当金

 　従業員の退職給付に備えるため、当

事業年度末における退職給付債務及

び年金資産の見込額に基づき、当中

間会計期間末において発生している

と認められる額を計上しておりま

す。

同左 　従業員の退職給付に備えるため、当

事業年度末における退職給付債務及

び年金資産の見込額に基づき、当事

業年度末に発生していると認められ

る額を計上しております。

 (4) 役員退職慰労引当金

　役員の退職慰労金の支出に備える

ため、内規に基づく中間期末要支給

額を計上しております。

(4) 役員退職慰労引当金

同左 

(4) 役員退職慰労引当金

　役員の退職慰労金の支出に備える

ため、内規に基づく期末支給額を計

上しております。

 (5) ポイント引当金　

　将来のお客様のポイント還元に備

えるため、使用実績率に基づき、翌事

業年度以降に利用されると見込まれ

るポイントに対し見積額を計上して

おります。

(5) ポイント引当金　

　　　　　　 同左

(5) ポイント引当金　

　　　　　　 同左

 　 　 　

４．中間キャッシュ・フロー

計算書（キャッシュ・フ

ロー計算書）における資

金の範囲

　手許現金、随時引き出し可能な預

金及び容易に換金可能であり、か

つ、価値の変動について僅少なリ

スクしか負わない取得日から３ヶ

月以内に償還期限の到来する短期

投資からなっております。

同左 同左

５．その他中間財務諸表（財

務諸表）作成のための基

本となる重要な事項

(1) 消費税等の会計処理

　消費税および地方消費税の処理

は税抜方式によっております。

(1) 消費税等の会計処理

同左

(1) 消費税等の会計処理

同左
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【会計方針の変更】

前中間会計期間
(自　平成21年10月1日
　　至　平成22年3月31日）

当中間会計期間
（自　平成22年10月1日
　　至　平成23年3月31日）

前事業年度
（自　平成21年10月1日
　　至　平成22年9月30日）

　－　 （資産除去債務に関する会計基準等）

　当中間会計期間から、「資産除去債務

に関する会計基準」（企業会計基準第

18号 平成20年３月31日）及び「資産

除去債務に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第21号　

平成20年３月31日）を適用しておりま

す。これによる損益に与える影響はあ

りません。　

－　
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【注記事項】

（中間貸借対照表関係）

前中間会計期間末
（平成22年３月31日）

当中間会計期間末
（平成23年３月31日）

前事業年度末
（平成22年９月30日）

※１ 有形固定資産の減価償却累計額 ※１ 有形固定資産の減価償却累計額 ※１ 有形固定資産の減価償却累計額

2,685千円 4,006千円 3,262千円

（中間損益計算書関係）

前中間会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年３月31日）

当中間会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年３月31日）

前事業年度
（自　平成21年10月１日
至　平成22年９月30日）

※１　営業外収益のうち主要なもの ※１　営業外収益のうち主要なもの ※１　営業外収益のうち主要なもの

受取利息 802千円

雑収入 337千円

受取利息 251千円

雑収入 734千円

受取利息 961千円

雑収入 570千円

　　　減価償却実施額 　　　減価償却実施額 　　　減価償却実施額

有形固定資産 577千円

無形固定資産 810千円

有形固定資産 743千円

無形固定資産 1,162千円

有形固定資産 1,154千円

無形固定資産 1,796千円
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（中間株主資本等変動計算書関係）

前中間会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成22年３月31日）

１．発行済株式に関する事項

 
前事業年度末株式数
（千株）

当中間会計期間増加
株式数（千株）

当中間会計期間減少
株式数（千株）

当中間会計期間末株
式数（千株）

発行済株式     

普通株式 20 － － 20

　優先株式 4 － － 4

合計 24 － － 24

２．配当に関する事項

(1)配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成21年12月22日

定時株主総会
 優先株式 475 100平成21年９月30日平成21年12月22日

　

当中間会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成23年３月31日）

１．発行済株式に関する事項

 
前事業年度末株式数
（千株）

当中間会計期間増加
株式数（千株）

当中間会計期間減少
株式数（千株）

当中間会計期間末株
式数（千株）

発行済株式     

普通株式 20 － － 20

　優先株式 4 － － 4

合計 24 － － 24

２．配当に関する事項

(1)配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成22年12月22日

定時株主総会
 優先株式 475 100平成22年９月30日平成22年12月22日
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前事業年度（自　平成21年10月１日　至　平成22年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前事業年度末株式数
（千株）

当事業年度増加株式数
（千株）

当事業年度減少株式数
（千株）

当事業年度末株式数
（千株）

発行済株式     

普通株式 20 － － 20

優先株式 4 － － 4

合計 24 － － 24

２．配当に関する事項

(1)配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成21年12月22日

定時株主総会
優先株式 475 100平成21年９月30日平成21年12月22日

(2)基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成22年12月22日

定時株主総会
優先株式 475

  その他

利益剰余金
100平成22年９月30日平成22年12月22日
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（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

前中間会計期間
（自　平成21年10月１日
　　至　平成22年３月31日）

当中間会計期間
（自　平成22年10月１日
　　至　平成23年３月31日）

前事業年度
（自　平成21年10月１日
　　至　平成22年９月30日）

 ※１　現金及び現金同等物の中間期末

残高と中間貸借対照表に掲記され

ている科目の金額との関係

　　　　　　　　　平成22年３月31日

 ※１　現金及び現金同等物の中間期末

残高と中間貸借対照表に掲記され

ている科目の金額との関係

　　　　　　　　　平成23年３月31日

 ※１　現金及び現金同等物の期末残高

と貸借対照表に掲記されている科

目の金額との関係

　　　　　　　　　平成22年９月30日

現金及び預金勘定 262,123千円

 計 262,123千円

預入期間が

３ヶ月を超える

定期預金

△157,667千円

現金及び現金同等

物期末残高　　
104,455千円

現金及び預金勘定 238,320千円

 計 238,320千円

預入期間が

３ヶ月を超える

定期預金

△179,974千円

現金及び現金同等

物期末残高　　
58,346千円

現金及び預金勘定 262,143千円

 計 262,143千円

預入期間が

３ヶ月を超える

定期預金

△173,780千円

現金及び現金同等

物期末残高　　
88,363千円

（リース取引関係）

前中間会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成22年３月31日）、当中間会計期間（自　平成22年10月１日　至　平

成23年３月31日）及び前事業年度（自　平成21年10月１日　至　平成22年９月30日）

　該当事項はありません。

（金融商品関係）

当中間会計期間（自平成22年10月1日　至平成23年3月31日）

　

金融商品の時価等に関する事項

平成23年3月31日における中間貸借対照表上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりでありま

す。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次の表には含まれておりません。

　

　中間貸借対照表

計上額

（千円）　

　時価（千円） 　差額（千円）

　（資産）

（１）現金及び預金

（２）未収入金

（３）預託金債権

貸倒引当金

　

　238,320　

　47,972　

　3,807,200　

　△1,332,682　

　

　238,320　

　47,972　

　

　

　

　－　

　－　

　

　

　

　

（負債）

（１）未払金

（２）未払法人税等

（３）未払消費税等　

　2,474,518　

　

　

　32,344　

　681　

　1,465　

　2,474,518　

　

　

　32,344　

　681　

　1,465　

　－　

　

　

　－　

　－　

　－　

（注）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項

（資産）

（１）現金及び預金、（２）未収入金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっており

ます。

（３）預託金債権

預託金債権については、回収見込み額により時価を算定しております。

（負債）

（１）未払金、（２）未払法人税等、（３）未払消費税等

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっており

ます。

　

　

　

　

前事業年度（自平成21年10月１日　至平成22年9月30日）
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（追加情報）

当事業年度より、「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号　平成20年3月10日）及び「金融商品

の時価等の開示に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第19号　平成20年3月10日）を適用しておりま

す。
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金融商品の時価等に関する事項　

平成22年9月30日における貸借対照表上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、

時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含まれておりません。

　

　貸借対照表

計上額

（千円）　

　時価（千円） 　差額（千円）

　（資産）

　（１）現金及び預金

　（２）未収入金

　（３）預託金債権

　　　　貸倒引当金

　

　262,143　

　20,593　

　3,807,200　

　△1,332,682　

　

　262,143　

　20,593　

　

　

　

　－　

　－　

　

　

　

　（負債）

　（１）未払金

　（２）未払法人税等

　（３）未払消費税等

　2,474,518　

　

　42,670　

　3,653　

　2,326　

　2,474,518　

　

　42,670　

　3,653　

　2,326　

　－　

　

　－　

　－　

　－　

注）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項

（資産）

（１）現金及び預金、（２）未収入金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっており

ます。

（３）預託金債権

預託金債権については、回収見込み額により時価を算定しております。

（負債）

（１）未払金、（２）未払法人税等、（３）未払消費税等

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっており

ます。

　

　

　

（有価証券関係）

前中間会計期間末（平成22年３月31日現在）、当中間会計期間末（平成23年３月31日現在）及び前事業年度末

（平成22年９月30日現在）

　該当事項はありません。

（デリバティブ取引関係）

前中間会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成22年３月31日）、当中間会計期間（自　平成22年10月１日　至　平

成23年３月31日）及び前事業年度（自　平成21年10月１日　至　平成22年９月30日）

　当社はデリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

前中間会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成22年３月31日）、当中間会計期間（自　平成22年10月１日　至　平

成23年３月31日）及び前事業年度（自　平成21年10月１日　至　平成22年９月30日）

　該当事項はありません。
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（持分法損益等）

前中間会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成22年３月31日）、当中間会計期間（自　平成22年10月１日　至　平

成23年３月31日）及び前事業年度（自　平成21年10月１日　至　平成22年９月30日）

　当社は、関連会社がないため、該当事項はありません。

（資産除去債務関係）

　　　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当中間会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成23年３月31日）

当社は、ゴルフ事業の単一のセグメントであるため記載を省略しております。　

　

　

（追加情報）

当中間会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年3月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平

成20年3月21日）を適用しております。
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【関連情報】

当中間会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成23年３月31日）　

１．サービスごとの情報

当社は、ゴルフ場事業として単一のサービスを提供しております。　

　

　

　

　

２．地域ごとの情報

(1）売上高

当社の外部顧客への売上高はすべて本邦におけるものであります。　

　

　

　

　

(2）有形固定資産

当社の有形固定資産は、すべて本邦に所在しております。　

　

　

　

　

３．主要な顧客ごとの情報

特定の顧客に対する売上高で中間損益計算書の売上高の10％以上を占めるものがないため、記載を省

略しております。　

　

　

　

　

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

当中間会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成23年３月31日）

該当事項はありません。　

　

　

　

　

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

当中間会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成23年３月31日）

該当事項はありません。　

　

　

　

　

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

当中間会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成23年３月31日）

該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

前中間会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年３月31日）

当中間会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年３月31日）

前事業年度
（自　平成21年10月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり純資産額 △86,202円13銭

１株当たり中間純利益 4円70銭

なお、潜在株式調整後１株当たり中間

純利益については、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

１株当たり純資産額 △55,738円98銭

１株当たり中間純利益 △7円76銭

なお、潜在株式調整後１株当たり中間

純利益については、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

１株当たり純資産額 △55,707円42銭

１株当たり当期純利益 30,475円62銭

なお、潜在株式調整後１株当たり当期

純利益については、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

　（注）1．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間会計期間末
 (平成22年３月31日)

当中間会計期間末
 (平成23年３月31日)

前事業年度末
(平成22年９月30日)

純資産の部の合計額

（千円）
2,083,157 2,692,420 2,693,051

普通株主に係る純資産額（千円） △1,724,042 △1,114,779 △1,114,148

純資産の部の合計額と１株当たり純資

産額の算定に用いられた普通株式に係

る純資産額との差額（千円）

3,807,200 3,807,200 3,807,200

　　　　　　（うち優先株式払込額） (3,807,200) (3,807,200) (3,807,200)

普通株式の発行済株式数（株） 20,000 20,000 20,000

普通株式の自己株式数（株） － － －

１株当たり純資産額の算定に用いられ

た普通株式の数（株）
20,000 20,000 20,000

　   ２．１株当たり当期純利益又は１株当たり中間純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間会計期間

(自　平成21年10月１日
至　平成22年３月31日)

当中間会計期間
(自　平成22年10月１日
至　平成23年３月31日)

前事業年度
(自　平成21年10月１日
至　平成22年９月30日)

当期純利益又は中間純損失（△）　

（千円）
94 △155 609,988

普通株主に帰属しない金額

（千円）
－ － 475

普通株式に係る当期純利益又は中間純

損失（△）（千円）
94 △155 609,512

普通株式の期中平均株式数（株） 20,000 20,000 20,000

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

（２）【その他】

　特記すべき事項はありません。
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第６【提出会社の参考情報】
　当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1）有価証券報告書及びその添付書類

　事業年度（第6期）（自　平成21年10月１日　至　平成22年９月30日）平成22年12月24日東海財務局長に提出
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書

 平成22年６月24日

株式会社　明世カントリークラブ  

 取締役会　御中    

   

   早稲田公認会計士事務所  

   公認会計士
早稲田　勝彦　印　　
　

 

　私は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式

会社明世カントリークラブの平成２１年１０月１日から平成２２年９月３０日までの第６期事業年度の中間会計期間（平

成２１年１０月１日から平成２２年３月３１日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中

間株主資本等変動計算書および中間キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任

は経営者にあり、私の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　私は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、私に中間財務諸表には全体として

中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証

を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用して行わ

れている。私は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

　私は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社

明世カントリークラブの平成２２年３月３１日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（平成２１年１

０月１日から平成２２年３月３１日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示している

ものと認める。

 

　会社と私との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以上

　（注）１．上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出会

社）が別途保管しております。

２．中間財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の中間監査報告書

 平成23年６月27日

株式会社　明世カントリークラブ  

 取締役会　御中    

   

   早稲田公認会計士事務所  

   公認会計士
早稲田　勝彦　印　　
　

 

　私は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式

会社明世カントリークラブの平成２２年１０月１日から平成２３年９月３０日までの第７期事業年度の中間会計期間（平

成２２年１０月１日から平成２３年３月３１日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中

間株主資本等変動計算書および中間キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任

は経営者にあり、私の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　私は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、私に中間財務諸表には全体として

中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証

を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用して行わ

れている。私は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

　私は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社

明世カントリークラブの平成２３年３月３１日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（平成２２年１

０月１日から平成２３年３月３１日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示している

ものと認める。

 

　会社と私との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以上

　（注）１．上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出会

社）が別途保管しております。

２．中間財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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